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■ 上の原｢入会の森｣看板の設置なる!!           
 

 構想２年有余。フィールドの広場正面に、森林コモ

ンズ村・ふじわらの旗印ともいうべき案内看板が設置

されました。時は６月１８日。塾生と講座受講生、応

援にかけつけてくれた地元ならびに町職員の皆さん

など約２０人が共同して設置作業に参加、写真にみる

ような立派な案内看板が立ち上がりました。 

看板の製作者は地元が誇る木工家・水上工房の広川

義直氏（＝当塾・塾頭）。これ迄の木工歴 20 年のなか

で一番力の入った作品でした、とご本人がおっしゃる

手彫り彫刻加工の大力作。材は地元産のヒバとヒノキ。

中でも、屋根を支え豪雪の加重を分散させる蟇股(カ

エルマタ)と虹梁(コウリョウ)は湯の小屋産で樹齢な

んと 200 年！文言は（右記）幹事会で草案を練りあげ、

町当局との合意と地元古老の皆さんのご了解を得て

決定されました。地形図は等高線が入った立体模型に

なっています。未だの皆さんも、是非いちどご覧にな

って下さい。 

文言の発信者は、塾が町より旧入会地の管理を受託

しているので塾と町の連名に。又、発信日付は管理委

託契約の締結日＝平成１５年４月１日となった次第

です。 

ふと、思いました。蟇股のカエルは上の原の森の精

＝モリアオガエルかな、なんて。去年も今年も柞
ははそ

の

泉のあたりで見かけましたね。そして、虹梁のニジは

草原の空にかかる連帯の虹かな、などとも。 

塾が発足して５年。そして、「入会慣行を考える集

い」から３年

ふさわしい「

に、より一層

元・町当局・都

いの仕組み（＝

深堀りしてい

 
  
当地はかつ

は森林塾青水

森」として守

平成
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たった節目の年に、「新しい入会地」に

新しい旗」が立ちました。この旗のもと

の上下流住民の交流をはかりつつ、地

市住民が三位一体となった新しい入会

コモンズの利用ルール）づくりを更に

きたいものです。      (清水) 

 

て地元の皆さんの入会山でした。今

が町から借り受け、新しい「入会の

り活かすべく管理しています 

15年４月１日 森林塾青水・水上町
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 ■ 現地事務所兼宿泊棟がオープン                       事務局 
 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご家族、お友達とご利用下さい 
――愛称募集中です―― 

■土間つき６畳で水道ガスの他に、ﾐﾆｷｯﾁﾝ、トイレ、風呂、

座布団があります。(但し；寝具はありません) 
■利用方法、ルールは以下のとおりです。 
1）利用できる人＝会員とその家族・友人の計４～５名 
2）利用手続き＝利用日の１週間前までに事務局に申請 
  （利用日・人数等、tel可） 
3）利用可能日数＝原則；２泊３日 
4）利用可能な設備・備品 
 ①上記諸設備②倉庫内のｶﾏ､ﾅﾀ､ﾉｺ､等③熊鈴､図鑑､等 
5）約束事＝①火の始末完璧に(喫煙可)②使用後,簡単な清掃
とゴミ持ち帰り③使用備品と鍵は必ず所定場所へ返却 

6）利用料＝500 円/人/泊（宿泊名簿に記入の上、部屋の貯
金箱に現金入金してください） 休憩のみは無料です 

 
 
■ 特集：地域資源調査レポート 

 
１．水系…明川集落の骨格 

◆ 明川集落自然・風景系レポート                         海老沢秀夫 

明川は、四方を山に囲まれた細長い平地上に成立

した集落。アナグマと呼ばれる上流の水源地から流

れ出した４本の水系が集落内を流れ、明川の風景の

骨格をなしている。この水が農業用水、生活用水と

して明川を支えてきたが、その重要性は今も変わら

ない。流れはかつてイワナが獲れるほど自然なもの

だったが、今では管理しやすいＵ字溝の真っ直ぐな

水路になっている。 

２．マメザクラの墓…明川集落のランドマーク 

明川集落のランドマ

ーク。直径 10 メートル、

高さ４メートルほどの

マウンドで、鈴木さん

という方が管理するお

墓になっている。中央

にはマメザクラ（カス

ミザクラ）が植えられ

ている。 

３．水を張った田んぼ…ウェットランド 

大坪祥一さんが平成

２年から始めた４枚の

転作田。動機は「昔の

明川の風景を取り戻し

たかった」。水を張った

田は、今では立派な「湿

地」に成長し、コナギ、

ヨシ、ミソハギなどの湿性植物が生えている。水の

中にはタニシもいる。調査当日、エゾイトトンボ（多

葉田さんによる）が交尾行動をしていた。これも豊

富な水があるからこそのウェットランドだが、放棄

水田の管理手法として注目される。 

（転作田の生き物：大坪氏からの聞き取りを含む）

ギンヤンマ、エゾイトトンボ、シオカラトンボ、ヒ

ル、タニシ、ドジョウ、ゲンゴロウ、ホタル、シュ

レーゲルアオガエル、オシドリなど 

（転作田の植物）ヨシ、ノハナショウブ、コナギ、

ミソハギ、ヒシ、ウキクサ、ヒルムシロ、サワオグ

ルマなど 

４．大坪家の奥津城…神道式のお墓 

奥津城は墓の意味。シャクヤク、ヤマツツジ、ヤ

マウドなどが植えられ、ウスバシロチョウがふわり

と飛ぶ、おおらかな墓。空間が広々としているのは、

かつて土葬だったからか。 

５．明川のビューポイント…集落は小宇宙 

細長い明川集落を遠

望できる場所は、やは

り上流部。大坪家のお

墓の近くはそのひとつ。 

明川が、四方を山に囲

まれた小宇宙のような

存在であることがよく

わかる。 

６．簡易水道…豊かな水を使って 

山裾に「明川水利組合」が管理する貯水槽がある。

奈良俣ダム建設に伴う助成で作られた。現在、年

7,500 円の組合費で維持される。水源は、標高 800

メートル地点のクマアナ。 

７．榛名神社…集落上流部山裾にあるシンボル施設 

貯水槽の先に榛名神社が祀られている。周辺に林

齢 40～50 年のカラマツの人工林がある。「父の代に

植えたが、まだ切って販売したことはない」と所有

者の大坪義一さん。さらに奥には、榛名神社「奥の

院」がある。大沢集落と明川集落の管理のようだ。

榛名神社は、水源のアナクマとともに、明川集落空

間の扇の要の位置にある。 
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８．寺山街道…石仏のある道 

かつての集落道。北向き斜面なので、ブナが生え

るしっとりとした林相になっている。石仏もあり、

少し刈り払えばいい道になる。 

 

９．屋敷前の「洗い場」 

簡易水道の貯水槽か

ら流れてくる水をいっ

たんせき止めた「洗い

場」。流しっぱなしであ

る。明川の水の風景のひ

とつ。 

10.氏神とお稲荷さん 

…信仰の風景 

屋敷の裏山に「氏神」

と「稲荷神社」の祠があ

る。氏神の祠は、明川に

２戸ある大坪家が祀っ

ている。稲荷の祠は、各

家にひとつある。屋敷の

裏山の祠は、表からは見えないが、明川の人たちを、

心の奥底で支えている。集落全体の裏山にある榛名

神社とともに、明川の信仰の風景は二重構造になっ

ている。 

11.田舎家のガーデニング…生活の風景 

ムシトリナデシコやアイリス類など、なつかしい

草花がおおざっぱに植えられている。家の横にはギ

ョウジャニンニクやオオバギボウシなど山菜類の

畑も。民家の庭はおもしろい。住んでいる人が許す

なら、各家の庭巡りは素敵なミニ・エコツアーとな

る。 

 

 

 

 

 
◆ 明川は宝の山だった（明川集落地域文化・歴史系レポート）             清水英毅 

 

１

 

２

－

２）古 道 

寺山街道 江戸時代からの集落間を結ぶ生活

 

対象地：明川集落 実施日：2005 年 6 月 20 日

参加者：13 名 地元案内人：大坪義一氏 
．明川は宝の山だった 

  小さいけれど、エコミュージアムそのもの 

●正直爺さん杖ついて、昔の道を歩むたびきらきら

光る宝石ザックザク！ 

明川は一見何の変哲もない山あいの小さな集落

に過ぎないが、見る人が見ればそれ自体が「地域

丸ごと博物館」だった。 

●見るだけではなく、触れても、匂いをかいでも、

抱きついてもよい展示物（＝サテライト）がいっ

ぱい。サテライトの間をつなぐ里道＝エコ・トレ

ールも現存。すこし手を加えれば即、利用可。 

地元生まれのふるさとを愛する古老の学芸員さ

ん・大坪義一館長ご夫妻が守る「郷土館」という

コアセンター的施設もすでにあり！ 

．明川の宝物（地域資源）のかずかず 

すべてを記載しきれないが、気づいたものだけを－ 

１）景観／風景 

明川の風景はどこ

から眺めても心が

なごみ、やすらぐ。

特に、集落入口（寺

山街道の起点）か

ら元共同墓地に咲

くヤマザクラを見

下ろす眺めは、ま

さに日本人の（奥里山の）心の原風景。バック

には夏でも雪を抱く朝日岳。5月の桜から秋の

紅葉、はたまた一面の雪景色と、郷土館の縁側

からの眺望はまさに天下一品！ 

道。子どもたちが朝夕学校に通った思い出の道。

いまは通る人もいないが、昔を偲ぶ石仏群が道

筋にゴオ～ロゴロ。 

畦  道 むかし棚田と棚田の仕切りをかね

たあぜ道。沢からひいた冷たい水を高きから低

き田に順に流して温度調整して作ったお米。い

まはお米の代わりにコスモスやミソハギなど

の景観作物や草刈などの作業用に使われてい

る。 

 ３）水 

明  川 水源は 800m ほど先の山中、通称「熊

穴（ｸﾏｱﾅ）」。いまも熊穴周辺では、山菜採りに

入るとクマさんにしょっちゅう出会うという。

そこから四通する流れの本流が集落の真ん中

（郷土館の裏）を流れている。昔は尺岩魚がた

くさん釣れた清流で

Ｕ 字 溝 その名

もゆかしい明

、水温は夏でも11～12℃。 

川（ｱ

から湧いた沢

ｹｶﾞﾜ）が、集落を流

れるあたりは昭和

55 年ごろの土地改

良とやらで何とＵ

字溝に！Ｕ字溝は

側壁が崩れない、流れが滞らないなど便利で必

要性もあったが、情緒と自然を失くしてしまっ

た。集落のくらしの歴史を物語る存在。 

沢  水 集落の田んぼには、山

水を引いていた。今も、一部のところでは、昔

そのままの側溝を自然の流れが景観作物用の

畑やビオトープ田んぼに引かれている。隣接の
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森に近いところにモリアオガエルが産卵。ホタ

ルも群舞する！水に手をつけると、上の田や水

路の方が水温の冷たいのがわかる。 

井  堰 集落の家々の道端に、流れを堰き止

４）

さん：「翌檜（ｱｽﾅﾛ）山荘」のご主人  

才） 

   

、名物「大

   

の歴史を物

   終りまで東京で学校の先生。ふる里に帰

った

５）

山口方

岐点に十二神様（ｼﾞｭｳﾆｻﾏ）とお

 寺山街道の入り口にある。 

立って

 

   

奈良俣ダム建設協力の見合

葺きだった。屋根の上部に

   斜面を 10ｍほど登っ

んでいる） 

」

めて貯める枡（ﾏｽ）。今も現役で、大根・菜っ

葉・漬物桶の他、農機具も洗ったりする。除雪

した雪を早く溶かすためにも大活躍。沢水を引

いた簡易水道の蛇口もあって、手を口に当てて

飲むと抜群の味。 

人 財 

中島 享

昔は強力（ｺﾞｳﾘｷ）と言われた荷役夫さん。若

かりし頃は材木や炭を木馬（ｷﾝﾏ）に積んで一

人で引いた。ダムの試掘調査関係の運搬でも大

活躍した。地域の歴史を物語る、生きた化石。

「俺の仕事は俺一代」の藤原七人衆のお一人。

民宿の方は、今はお休み。 

大坪義一（ﾖｼｶｽﾞ）さん（68

ご存知「郷土館」

館主にて

利根仙人」の創作

者。 

館内にはふる里の

暮らし

語る農機具、生活

雑貨、写真や絵葉書

されている。いつもニコニコ、夫唱婦随の見本

みたいな とも夫人 とともに年中無休、「郷

土館」を守る藤原一の文化人。氏も又、「俺の

仕事は俺一代」の七人衆のお一人。 

大坪祥一さん：田んぼビオトープの主。 

昭和の

等が文字通り所狭しと陳列

って、荒れ果てて見る影もなくなってしま

田んぼを眼の前にして愕然。一念発起して、米

作りはやらないまでも、幼かりし頃の豊かな自

然を取り戻そうと取り組み始めて 15 年。4 枚

の棚田に、ドジョウにタニシ、カエル。それを

食べるヘビ。またそれを狙うトンビが空に舞う。

森に近いあたりにはモリアオガエルが。チョウ

やトンボの数々はもとより、7月の下旬 1週間

ぐらいはホタルも群舞するようになったと。「5

年で（復元の）兆しが、10 年で形になって表

れ始めた」とのお話が印象的だった。 

建造物など 

双体道祖神 大沢、大芦方面と関が原、

面への道の分

ぼしき石祠と並んで立つ。昔から集落を結ぶ生

活道の道標（ﾐﾁｼﾙﾍﾞ）だったのであろう。 

大坪家の墓 墓石

には「奥津城」と

あるのみの神式墓

地。初代・定右衛

門の没年は安永 9

年（西暦 1780 年。

10 代家治将軍のころ）。神葬祭ゆえ俗名のみで

戒名はないとのお話。昭和の 30 年代まで土葬

であった由。 

道祖神

寺山街道の石仏群 寺山街道の道端に

らっしゃるやら、ねそべっていらっしゃるやら。

水利組合施設  

寺山街道からちょ

っと外れた山あい

にあるコンクリー

ト製の貯水タンク。

「明川簡易水道 

 

昭和57年1月 水

上町」と表示板に。

いに出来たらしい。貯水量 50 トン。１戸あた

り年 7500 円で水道法上最低限の塩素消毒をし

たおいしい水が飲み放題、使い放題の由。  

榛名神社と奥の院 

水利組合施設の先

に古びた鳥居があ

って、その先の小

高いところに榛名

神社が鎮座。屋根

はトタン葺きだが、

中に入って見上げ

ると屋根の裏側は茅

デンデン太鼓の雷印がある。榛名詣で知られた

神社の末社のひとつで、祭神は山神、水神、雷

神の類と推察される。 

奥宮は榛名神社の奥の急

たところに位置していて、明川と隣の大沢集落

の寄進になる石祠がポツンと立っている。水源

の山を共同利用する集落の人々が、祭事もまた

同じくしていた様子がうかがえる。足元を見る

と落葉の陰にギンリョウソウがひっそりと。ま

るで、鎮守の森の精。その隣にはきれいな橙色

のツツジ。「この辺じゃ田植えツツジって言う

や」当社の例祭は曜日にかかわらず 5 月 18 日

の由。そういえば田植えの頃。 

電気柵 （地元ではデンサクと呼

明川に限らず、昨

年あたりから藤原

地区の畑でよく見

られるようになっ

た、網状の囲い。

高さおよそ 2ｍ。

有害獣から作物を

守る目的で、国の「

に適合すると総費用の９割の補助金（上限な

し）が出るという。平成 15 年からはじまった

この制度、他の町村では鹿や猪対策が主の由。

ヒトよりサル人口（？）の方が多いと言われる

当地では、もっぱら猿対策用。義一さん曰く。

「最大集団（40 頭くらい）のボス猿が死んだ

田園自然環境保全整備事業
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らしくて、今年は猿はあまり来なかった」。い

づれにしても、鳥獣との共生に悩む現代日本の

中山間地の象徴的なモノと言えよう。 

本のビオトープの草分け＝田んぼビオト６）日 ープ

く 4枚の元・湿

  ● で、もはや目新

  ●明川の田んぼビオトープは、田舎の、それも奥

 

 ●田んぼビオトープの小さな住人たち 

類 

  これ ラスはいない！ 

 ない世界-- 

のない湧水 

ルの合唱 

 

 

ペット的自然（ベランダ、お庭）、箱庭的自然（庭

 

（大自然・生態系復元モデル） 

明川集落の上から下に縦長に続

田に再現された、‘田んぼビオトープ’が静か

なたたずまいを見せている。 

今日
こんにち

、日本中がビオトープ流行
ば や り

しい存在ではない。取り組み始めて 5年はもち

ろん、10 年経過も珍しくはないだろう。しか

し、そのほとんどが都市部の失われた自然の再

生または創出であって、田舎でという話は寡聞

にして知らない。 

里山にあった放棄田を利用したもの。村から出

て、長く東京で教鞭を取っていた大坪祥一さん

がふる里に帰り、手掘りの用水路に沢水を引き、

手塩にかけて育んだ田んぼビオトープも早や

15 年生に。これはもしかして、日本のビオト

ープの草分け的存在ではなかろうか？ 

 

水生昆虫 水生植物 両生類 爬虫

蛾・蝶 ホタル トンボ他 

ら生態系の頂点にトンビ。カ

７）藤原の至宝＝「清澄」なるもの 

 --手に取れないもの、人智のおよば

・澄んだ空気、抜けるような青空 

・降るような星空、漆黒の闇 

・冷涼でおいしく、絶えること

・静寂な音の世界 

・ミョウキンとカエ

・見渡す限り一面の銀世界,等々

 

園都市公園）、擬木的自然（学校ビオトープなど）

の世界、つまり、これら人工的自然の対極にある

大自然＝もののけの世界がある。 

 

 

 
  

「ひとり学校からの帰り道、うしろから何だか‘ぴち

ゃぴちゃ’と足音がついてくる。いつまでもついてく

る。自分が止まれば、その足音も止まる。もう、怖い

のなんて！後ろも見ずに走って帰ったもんです」。峠

道へわれわれコモンズのメンバーを案内しながら、 

林親男さんが語る。おばけや幽霊が自然と共生しなが

らしょっちゅう出てきた頃を、沢道を歩きながらなつ

かしく思い出す。 

師入（ﾓﾛｲﾘ）集落から青木沢峠へ向かう道の入口で

親男さん、葉っぱ色に染まったモリアオガエルを何か

の葉っぱにくるんでわれわれに披露する。この辺がサ

ンショウウオの棲息地ですよ、とカエルを放ちながら

一条の清流水を示す。原(ﾊﾗ)集落の水源にもなってき

た「桂の清水」とよばれる湧水池だ。よく見るとサヤ

エンドウを大きくしたような寒天状の袋の中で、小さ

な生命体が動いている。貴重な命の誕生を多くの人に

見てもらいたいけれど、公開すればあっという間に消

滅してしまうのは火を見るよりもあきらか。そっと見

ることができるのはコモンズ会員の特典だな！今回

のコモンズ行で藤原の水の豊かさを感じていたけれ

ど、オオサンショウウオの自生であらためて実感する。 

やがて、親男さんが青木

沢から関が原にあった藤

原小学校へ通った峠道へ。

いまは通う人もなく道は

半ば分厚い落葉で埋もれ

かかっている。杉が主体の、

むかしは民地だったけれ

どいまは共有林のかすかに道らしきところを、ゆるや

かに登ってゆく。林の中は明るい。あちこちから嬌声

が 

 
◆ 古道探索：青木沢峠の道                             川端英雄 

あがる。フタリシズカ、エンレイソウ、ヒロハツリバ

ナ、ヤブデマリ、マムシグサ、オドリコソウ、シオガ

マ、ラショウモンカズラ、キブシ、ナルコユリ、ハク

ウンボク、エゴノキ、ホウノキ、コマユミ、ハハソな

どなどを指さして。それにしてもコモンズ会員の植物

知識（だけではないが）の豊富さに驚く。「川筋三木

（ｶﾜｽｼﾞｻﾝﾎﾞｸ）は、トチ、カツラ、サワグルミを言う

んだよ」と親男さん。親男さん、高田さんがナタ、鎌

をふるって道作りを続けるうちに林相が変わってミ

ズナラ林が、さらに上へ行くに従いブナが多くなって

きた。樹間が開いて明るさが増す。夜明け、じゃない、

頂上は近い。 

 峠にたどり着く。尾根

を抉り取った形で峠道が

分水嶺を越え、そして下

ってゆく。Ｕ字型にえぐ

られた峠道の向こうの青

い空に木々の緑がぬっと

突き出ている（このアン

グルは海老沢さんから拝借）。誰かが「こんなところ

に十二神様（ｼﾞｭｳﾆｻﾏ）が倒れている！」塾長と高田

さんが元のかたちに戻そうと精一杯の力をふりしぼ

る。３個の石組みの１個がどうやら谷底に落ちてしま

ったらしい。今よりうんとシンプルで敬虔 

な心根を持っていた時代、ここまで無事来られたこ

とに感謝し、これから先の安全を祈願したであろうご

先祖さまの祈りを受け続けてきた十二神様にも受難

のときが来たようだ祈りを忘れたわれわれにはどん

な受難が待っているのだろう。 

標高889ｍの峠から落葉を敷きつめたクッション道
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を下りてゆく。道幅１メートル余の九十九折（ﾂﾂﾞﾗｵ

ﾘ）。「荷物を背負った馬が歩きやすいように九十九折

にしてあるんだよ」と親男さん。馬力を誇る現代の馬

は、山も谷も音蹴立ててまっしぐらだけれど、人・自

然・家畜がほどよく共生していた古き良き時代は、も

う谷底深く落ちていってしまった。 

 村の境界を示す庚申塚が現れ

た。ここで集落に入ろうとする厄

を追い返していたのだ。塚の「×

×× 九月吉日 願主村中」だけ

が、かろうじて読める。厄払いは

村中の願いだったのだ。ミョウキ

ン（ｴｿﾞﾊﾙｾﾞﾐ）の時雨が頭から落

ちてくる。足許にはペットボトル

菓子袋が何枚か。木々の間から県

道の白いコンクリートが見える。 

 時折車が行き交う県道をたどって、出発地の師入（ﾓ

ﾛｲﾘ）に戻る。師入、原、萩の入りの田んぼ、周囲の

芽立つ青い山、蒼い空のコントラスト。胸の中で何か

が‘ウワーッ’と解放の雄たけびをあげる。見飽きな

い。景色に抱かれたい。 

師入集落のはずれに立つ小さな堂宇。周囲にある石

塔「安永九子年九月 施主 女中七人 二十一夜供養

塔」、墓「享和×酉八月初春」と 1780 年から 1800 年

初頭の日付が刻まれている。墓に‘初春’の語句を見

るのもいとおかし。少しく教養を感じさせる語と思う。 

東京の不動産業者が、「97 坪 190 万円」で眺望絶

景の一区画を売りに出していた。早く処分するために

雑草も刈ってきれいにしているんだ」と、佐藤さんと

名乗る男性が汗みづくで答える。ここに建物ができた

ら景観がこわれるな！と不安が頭をよぎる。 

、

 

 ■ 特別寄稿                               夏野深晴 

。
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夏野さんは、当塾のﾌｨｰﾙﾄﾞ再生・保全事業の支援をしてくれている(財)ダム水源地整備センターのレポータ
ーとして、今回のフィールドスタディに参加されました。とてもチャーミングなうえに慧眼の持ち主です

素晴らしいレポートで意欲づけられます。是非、ご精読下さい。               (清水)

 

月１８日（土） 

梅雨のさなか、晴れ！といえるような空ではないけ

ど、まあまあのお天気。新幹線のホームは、長野行

は行列ができているのに、新潟方面はほんのチラホ

のお客さん。８：４６発のMAX「たにがわ」は連れ

ってもらうのが申し訳ないようなガラガラでした。

後湯沢までの新幹線はスキーが始まるまではいつ

こんな感じだそうです。 

メンバーの車に分乗して現地へ出発。利根川源流の

つ、水上温泉郷の最奥部にある藤原地区です。かつ

はスキー客で賑わったこの地区は今は２８ある民

も半分しか実質的には営業していない状態です。当

過疎化高齢化で、小中学生あわせて３１名。今年の

入生は１名。それも都会から来たぜんそくの子で地

の子供ではありません。 

現地の上の原

（うえのはら）は

町有林の元・入会

地（いりあいち）

で、なだらかな山

の斜面に広がる２

１ヘクタールを森

林塾青水が借り受

けています。すで

先発隊が看板をたてて、列車組を待っていました。

の看板は森林塾青水のメンバーでもある地元の木

家、広川さんが作ったものです。そんじょそこらに

るのとはひと味違う寺社造りは広川さんの遊び心

たっぷり。蟇股（かえるまた）、虹粱（こうりょう）、

づくり、といった言葉が説明に入ります。柱は樹齢

００年のヒバ。看板部分は樹齢８０年のヒノキなど

地元水上産の材を使ったこだわりの作品です。ちなみ

に青森産のヒバはなだらかな地形に生えるため、まっ

すぐ伸びて大工さん好み。水上産のヒバは急な斜面に

生えているため、工芸家が好んで使うとか。メンバー

が一人一人ボルトを締めたり釘を打つ儀式をして、設

置作業は完了。５年前に結成した森林塾青水の一里塚

となる看板です。 

上の原は村の人たちが茅葺き用のススキを採取し

たり炭焼きをしたりして利用してきた入会地（いりあ

いち）でした。頂上部が台地状になっていてなだらか

なため、コクドが２００ヘクタールほどを買いとりゴ

ルフ場にしています。コクドの買い残した２１ヘクタ

ールが森林塾青水の活動拠点です。すでに半分は森林

化し、かろうじて１０ヘクタールほどが昔のカヤ場の

面影を残すススキ草原となっています。森林化の波は

じわじわと押し寄せ、タニウツギが先兵となって辺境

を脅かしています（ススキ草原の立場で見ればだけれ

ど）。タニウツギやシラカバを森林化のパイオニアト

ツリーと呼ぶことをここで知りました。困り者のタニ

ウツギは、そんな事情は私に関係あらへんとピンクの

かわいい花をいっぱい咲かせています。 

地元の水上工房の広川さんは若い頃関西に出て働

き、水上に戻ってきた人です。土産物でも作ろうかと

いうところから木工を始め、注文に応じてありとあら

ゆるものを作っています。木材には詳しくなったけど、

立ち木や森のことは知らないなあと勉強を始めまし

た。そして、ここで清水さんと出会います。企業で働

いてきた清水さんは、５０代でふと立ち止まった時、

企業戦士から「みどりの基金」の仕事に方向転換し、

その後もずっと水源の森に関わっています。 

かろうじて残された２１ヘクタールの上の原を企
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業に買いとられないよう、なんとかして守りたいと思

っていた広川さんと一生森と関わり続けるためにも

自前のフィールドを探していた清水さんと町有林の

所有者である水上町の建設農林課の木村さんは３年

前、上の原でジグゾーパズルの最後の一片がぴたりと

はまり、森林塾青水と水上町との管理契約が成立し、

以後活動拠点となっています。 

入会慣行は長い年月を重ねて作られてきたもので

す。森や里山を守ってきた入り会いが崩れてしまって

いる。新しく入会慣行を考えようと議論を重ね、この

３月に現代版入会慣行の初版ができました。これは時

代に応じてかわっていくもの。みんなの意見を聞きな

がら、よりよいものにバージョンアップさせていくそ

うです。機関誌も定期的に出され、「茅風通信」はま

もなく１５号が出されます。 

フィールド活動については、「森林コモンズ村・ふ

じわら」という講座を開いて参加者をつのって、年に

７回行われ、今回の「藤原地区を歩く」もこの一環で

里地里山の調査活動に当たります。整備作業としては、

上の原で散策路をつけたり、水飲み場を作ったり、茅

葺き小屋をたてたり、看板を立てたり。茅葺き小屋は、 

地元の古老に教えてもらいながら茅を葺いたのです

が、雪の重みにたえきれずに倒壊してしまったのは残

念！  

４０年間途絶え

ていた野焼きも始

めました。一口に

４０年というのは

簡単だけれど、人

口も減り、人の記

憶からも薄れてい

た村の共同作業を

森林塾が働きかけ

て再開したのはすごいことです。今まではカヤの業者

が勝手に刈って持っていっていたのが、自分達で刈っ

て業者に買ってもらうようになりました。上の原がた

とえわずかでも経済価値を持つことは地元にはうれ

しいことです。昔は○月○日と決めて一斉にやるとい

うのではなく、それぞれの集落が頃合いを見計らって、

都合のいい日に個々に野焼きをしていたそうです。春

先に野焼きの終わった土地は邪魔するものもなく、山

菜もカヤも思う存分のびられます。野焼きをしたから、

いいワラビが出ると人がいっぱい来ています。意外な

ことに地元の人はあまり採らず、外部の人、とりわけ

業者はめちゃくちゃにとっていくとか。マナーの悪い

人が多いそうで、新しい入会慣行が定着すればいいな

と思います。 

カヤは国宝や重文などの萱葺き屋根のために需要

はあるのに、不足しているので、上の原を元のカヤ場

に戻すのは文化面でも経済面でも意味を持つけれど、

それより何よりかつて上の原が持っていた入会地と

しての機能を回復していく過程で、ばらばらになって

しまったこの地域がもう一度つながりあい、元気にな

っていくのではないかと思いました。上の原を中心と

した里地里山の保全、活性化の他にも環境教育活動と

して、都会の学校の環境教育プログラムや不登校の児

童達むけにフィールドを開放したり、とさまざまな活

動をしています。 

今回は藤原地区の地域資源発掘調査活動。都会から

の参加者１３名が「よそ者」の目で地域の宝をさぐる

のが目的です。上の原での看板設置が終わると塾の現

地事務所へ移動しました。町からかりあげた元単身用

教職員住宅はこういう機会に窓を開け放して、湿気取

りをします。中はカビ臭いからみんな外で持参のおに

ぎりをほうばってランチ。 

明川（あけが

わ）の集落に入り

ました。両側を低

い山に囲まれた中

を棚田状のたんぼ

が連なり、村の中

程にこんもりふく

れる塚と一本の豆

桜がアクセントに

なっています。遠くにはまだ雪を残す朝日岳も見える

ゾ。なんということもないこの山里の風景、ええな

あ！ここは郷土館の大坪義一さんに案内をお願い。郷

土館の裏を流れるU字溝が明川の本流と聞いてびっく

りしました。土地改良の時にコンクリートになってか

らは、昔いっぱいいたイワナがいなくなってしまった

とか。水源は８００mほど入った山中の「熊穴（くま

あな）」といい、名前の示す通り、今でも近辺には熊

がいるそうです。豆桜の塚は石垣に囲まれ、古びた数

基の石を従えています。かろうじて読めるのは明治３

０年というのだけ。あとは判読不明だけれど、おそら

く江戸期にまで遡る共同墓地だったのでしょう。 

山間の空き地は棚田がゆるやかに下っていますが、

実際に水をはってお米を栽培しているのは数えるほ

ど。コスモスやミソハギなどの景観作物が植えられた

たんぼやあるいは放置されたままのたんぼにはガマ

やら雑草やらが生え、ミズバショウが咲いているのも

見つけました。献上米と書いた立て札が一枚。神社に

納めるお米だとかで、遊びでたててあるとのこと。あ

らら、カエルのたんぼ、トンボのたんぼ、ホタルのた

んぼ、の立て札がたってるわ。ええ感じ！これはみん

な大坪祥一さんの

たんぼビオトープ

です。東京で教鞭

をとっていた祥一

さんが退職して平

成２年に故郷に帰

ってきたとき、あ

まりの田畑の荒廃

に心を痛め、父君

といっしょに手掘りの用水路へ沢水をひいてたんぼ

に水を張りはじめました。昔は農薬を使わなかったか

ら、ドジョウもたくさんいたし、蛍、赤とんぼもすご

かったとか。回復のきざしは５年目ぐらいから始まり、
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今の状態になるのに１２～３年かかったそうです。ト

ンボのたんぼでは本当に糸のような細っこい糸トン

ボがいました。背筋のブルーがくっきりと鮮やか。水

がきれいになってから、一番最後に現れるイモリもよ

うやくそろいました。隣接するたんぼにはこぶし大の

モリアオガエルの卵が。 

空を見上げた時、ちょうど鳶を見つけました。そう

だ

メリカザリガニの侵入を受

け

電

栽培されているところを通った時、ん？ヨシ

っ

社の手前には５０トンの水を溜める貯水槽

が

軒

たのだけれど、去年の台

風

道をたずねました。入り口に

は

間がお金を出し合って、手を加

え

薬茶も数種類おいてあります。濃

い

らか

な

とめ、情報を共有します。しっかりポイントを

押

日宿に入って温泉に入っているころから、激しい雨

雨かぁ～、と思っていましたが、 

リアオガエ

ル

さ

よなあ、たんぼがあって鳶が舞って、――それが田

舎の風景だよなあ――。 

水温が冷たいためか、ア

ていないのは幸いなことです。また景観補助事業か

ら出る若干の補助金により、村の人たちが電柵の設置

や撤去、U字溝の掃除など、年に十数回、共同作業を

するようになって、連帯感や結束ができてきたという

祥一さんの話に村の再生の希望を見たいと思います。 

義一さんの説明を受けながら、村の探検が続きます。

柵（電気柵）で囲まれた畑は９割の補助金が出るよ

うになってから、あちこちに現れました。ここでは猿

から作物を守らなければなりません。最新の村の風物

です。 

ヨシが

て沼や湖の岸辺に生えているんでないの？と思い

ましたが、沢水が流れているところでした。ヨシは茅

葺き屋根の下地として強度を出すために使うとか。茅

葺き屋根にトタンをかぶせた榛名神社の中をのぞい

た時、確かに屋根の一番下にはヨシが見えました。こ

ういうところが現地学習の強いところ。説明が実物と

つながって、ふやけた脳みそを心地よく刺激してくれ

ます。 

榛名神

あり、ここから１１の各戸に水が配られます。年に

７５００円を納めれば使い放題。おいしい山のわき水

を水道に使える村の人たちは幸せ。お社の後ろの山を

登っていくと奥社跡があります。人口も減り、雪で壊

れたお社を守れなかったのでしょう。かつてここに奥

宮があったことを示す小さな石祠がぽつんと立ち、お

社あとの小さな空き地を囲むようにレンゲツツジが

数本、橙色の花をつけていました。土地の人が田植え

ツツジと呼ぶこの花は奥宮にお参りに来た人たちの

残り香のようでし

た。朽ち果てたお

社の屋根や柱の横

に、ギンリョウソ

ウがかたまりを見

つけるとみんな大

喜び。「これ、奥

宮の妖精だよ」 

は沼田在住で不在。

もう一軒はトタンで覆ってい

２件ある茅葺き屋根の家は、一

でトタンが飛んでしまってそのままになっている

状態。これも村の現状です。家々の前には裏山からの

沢水を引いて、井堰が作ってあり、今も現役。炊事は

もちろん、農機具を洗ったり、除雪した雪を溶かした

りします。これも地域資源だ！道路の真ん中にお相撲

さんの親指ぐらいのヒミズ（モグラ科）の死体が。あ

らあら、かわいそう。 

学校やお寺に行くときや寄り合いがあるたびに村

人が通ったという寺山街

道祖神と小さな社があります。そこから少し登った

ところの石仏と石碑は倒れていました。たてることは

できなかったけれど、お顔を空に向けてあげられまし

た。草むした地面に顔を突っ伏していたら、息苦しい

もんね。山道は背の低い木が生えていて、もう道はす

っかり分からなくなっているので、大坪さんの先導が

なければとても行けません。ところどこで出会う石仏、

石碑だけが人の通った痕跡を残しています。寂しい山

の中、刻まれた字も読めなくなったり、倒れたりして

いる石碑を前にして、かつてここを通った村人とその

生活を偲びました。 

夜の宿は葉留日野山荘。廃校になった小学校を潰す

には忍びないと、山仲

たり、修繕したりして宿にしたところです。校庭は

駐車場。校舎の前にそびえる２本のメタセコイアは昭

和天皇のご成婚を記念して植樹されたもの。中庭はモ

リアオガエルの生息地で白い泡の塊の卵がありまし

た。多くの人が学んだ学校が機能は変ったとはいえ、

宿として生きていることがうれしい。昨年３０周年を

記念して、宿の主人一家に感謝を捧げるパーティが開

かれたそうです。 

地元産の食材を使った食事はおいし～い！キハダ、

ジュウヤク、などの

黄色のキハダ茶は思わず顔をしかめるほど渋いけ

れど、あとは飲みやすい。一度飲んだくらいでは効果

は表れないでしょうが、全種類を飲みました。 

温泉は弱アルカリ性低張性高温泉。なんのことか分

からないけれど、無味無色無臭のとろんとした柔

お湯です。評判の高い美人の湯の効果はあったカ

ナ？ 

食事の後はミーティング。２班に別れて観察した成

果をま

さえて見てるなあ、と感心することしきりでした。 

 

６月１９日（日） 

昨

が降り、あ～、明日は

翌日は雨も上がりました。ついてるぞ。 

今日は林親男さんの案内で、師入（もろいり）～青

木沢集落への古道を歩きます。その前にモ

の卵があるからと、たんぼへ見にいきました。次に

サンショウウオの

卵。どんなんや

ろ！？車の通る道

路脇からちょっと

入ったひら地に「桂

の清水」と呼ばれる

水が湧いて、ちい

～な流れを作って

います。卵の大きさと形は太めの万年筆ぐらいで透明
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なゼリー状。中にサンショウウオの赤ちゃんらしきも

のが何匹も動いています。グリンピースのさやの中の

ある豆が動くのを想像すればいいかな。サンショウウ

オの卵に出くわせるなんて、なんて僥倖。みんな興味

深く眺めたり、必死で写真におさめたり大騒ぎでした。 

いよいよ昔の道を求めて山に入ります。親男さんも

子供の頃通った道。やはりここも案内してもらわなけ

れ

ろで一服。

目印になるような

、

バ

ワグルミ」家を建てるときは「前畑

所に戻っての昼食

は

昼食の後は林明夫さんの指導で、

餅を作る練習をしました。最後は上の原

に

今

、ここに新しく自分達のふ

る

（人林浴？）がすばらしいと言った言葉

を

水瓶である利根川上流部」。今回自分が行

っ

。

にこんなに天然の自然があるところ

やかな調和があります。村人が自然に寄り添

っ

ば、ただ山の斜面をよじ上るだけでさっぱり分から

ないでしょう。山肌近くが雑然と低木で覆われたとこ

ろを切り開きながら進むと、整然とブナなどの大きな

木の林になり、木の下はすっきりしました。ここから

は山道らしきものが現れ、ブナやミズナラなどの林の

斜面を山道から見上げる景色はすばらしい。う～ん、

この山いただき～ぃ！という声が聞こえました。ブナ

の大木が倒れた後は明るい光が差し、そこにまた小さ

な木が生えています。これぞ森の世代交代の現場。山

の学校では多くのことが実地に学べます。それはやみ

くもな暗記ではないから、すとんと体に落ちて忘れな

い。 

峠に差し掛かっ

たとこ

松の木が道の両脇

にありました。「峰

松沢杉」といって

松の木のあるとこ

ろは人が歩けると

ころなんだよ。と

教えてくれるメン

トチ，カツラ、サ

裏山」というのも教えてもらったナ。かつての村人た

ちもここでひと休みした峠。松の木の根元には石碑が

倒れています。もひとつあるはずの石がないのは雪で

流されたのでしょう。ここで全員の記念撮影をして山

を下りました。 

再び青水の事務

ーあり。「川筋三木（さんぼく）：

地元の気まま屋

のおにぎり。山菜

の煮物がいっぱい

食べられてみんな

ニコニコです。地

元でとれたんだか

らなんたって、一

次回のために笹の

葉をとって笹

番うまい！ 

戻って、ゴミ拾い。２日間、山でも里でもずっとエ

ゾハルゼミの歓迎を受けました。ありがとさんね。 

山間に散らばる集落と集落を結ぶ道、入会地に通じ

る道、寺に行く道、学校に通う道、生活の小さな道が

は山の中に埋もれています。こういった古道をエコ

トレイルとしてもう一度復活させたい。都会から滞在

型のお客を呼んで、ここに地域丸ごと博物館ができな

いものか。村の歴史や文化を自分で見つけたり、古道

を歩いたりしてゆっくりのんびり過ごせる山里にし

たい。ここで都会の人と田舎の人が挨拶を交わしたり、

話をしたりできたらすばらしいではないか。今までの

活動の中から、このような構想が出来上がってきこと

がよく理解できました。 

自前のフィールドを持ったことにより、森林塾青水

は地元の人と一緒になって

さとを作ろうとしているように見えます。何度も地

元に足を運び、地域調査や入会地の整備、野焼きなど

を通じて、村の人たちとのつながりもできています。

それぞれ違う分野で高いレベルの専門性を備えたス

タッフが核になり、それが磁場になって人を引き寄せ

ています。 

活動に参加した一人が、森林塾は森林浴だけでなく、

じんりんよく

実感しています。山菜に詳しく、大きなお鍋持参で

山菜をいっぱいとってすぐに煮ていた人、花や木が大

好きな人、説明より何より、目の前の生き物や草や花

に懸命にカメラにおさめていた人、絶え間なくだじゃ

れで周りを笑わせる人、実際に環境活動に携わってき

た人、そうでない人、いろいろ、さまざま。共同作業

を通じた地元、メンバー同士の人林浴はなかなか刺激

的です。 

東京都の水不足が叫ばれるとき、いつも出てくる

「東京都の

てみて初めて、そうか、ここだったのか、と脳の回

線がつながりました。東京都の水を供給する奥利根の

水源の森。蛇口をひねれば水が出てくるのが当たり前

の生活を送っているけれど、上流部の環境、そこに暮

らす人々にももっと関心を持たなければいけないと

思いました。 

 水上の山々は９０％が天然林。人工林は１０％だけ

「大都市の近く

は世界に例がないよ」というよさをもっと地元の人自

身、知ることが大切です。日本の山村の原風景が残っ

ているこの地区に「都会的なものはいらない、田舎の

本物を作ろう！」こういった意識を持てるのは、田舎

からいったん外に出て戻った人が持てる自信なので

しょう。地元の熱意ある人と、外部からの働きかけが

合体する時、大きな波が生まれます。中流、下流の人

はもっと上流部を訪ねよう。村の人たちは、ほら、山

里の生活ってこんなんだよ、大仰なものは特にないけ

れど、自然のサイクルの中で暮らすって、こんなんだ

よ、これもなかなかいいでしょ、山里にようこそ、と

ありのままの村の生活の中に迎え入れてくれればい

いナ。 

奥利根の山里には人と自然が長い間かけて作って

きたゆる

て生きる中でつちかってきた知恵と技術がありま

す。こうした伝統を掘り起こし、次の世代にもつなげ

ていこうという森林塾青水の努力の中に、藤原の地、

人々に対する愛情と敬意を感じました。更なる発展を

願ってやみません。            (完) 

 9



 

 
 

で利用させていただいた葉留日野山荘の思い出を

 
川上さん；葉留日野山荘への思い 
 廃校を再利用されたというこの山荘は、小学生の

く思い出させてく

高

 原の山の幸がいっぱいで、私達のための

ーブル

（写真：三好正子） 
 
 

８

て、麗澤中 「奥利

「青

■

午

れ、それぞれ２名のインストラク

野史郎・中島 武 

越家住宅資料館見学１・２

策の後、それぞれ

 

 

カヤ編み    

子・宮奥弘子 

雲

        資料館１班：清水英毅・林 久  

今

宮奥弘子、森林塾

6月 18日～19日開催の第 3回フィールドスタディ

川上ゆう子さんと高橋志津子さんに語ってもらい

ました。 

 

頃に学んだ木造校舎をなつかし

れました。就寝時、階上からの物音が響き古さを感

じましたが、部屋は広々としてゆっくりくつろげる

空間がそこにはありました。そして又、その空間は

食堂で最も感じられました。天井が高く、かつては

講堂であったろうスペース。最適な場所となりまし

たネ。 加えて、お料理が旬で地場産の山野草。生

産地の案内板などの心配りもあり、おおいに堪能で

きました。 二階の学級を探険せずに帰ってしまっ

た悔いは残るものの、温泉にもつかり大満足のお宿

でした。 
橋さん；泉さん、ありがとうございました 
 食事は藤

プラスワンもあり大感謝。メニュー表が各テ

に配られている点も良かったです。19日の朝食後、
急に頼んだコーヒーと紅茶に対して、笑顔で応じて

くれた泉さん。申し訳なく思ったと同時に大変、嬉

しかったです！！お風呂も、あふれる天然温泉と露

天風呂さながらの景色で大満足でした。 

 
７月 日（金）奥利根水源の森と青水フィールドにお

学校１年生１１９名を受入れて、い

根水源の森フィールドワーク」が行われました。４か

ら始められた「自分（ゆめ）プロジェクト」の一環と

して、５月２１日学園内での「樹木観察」に続いて行

われたものです。全体のメインテーマとして「水源の

森（ブナ林、青水の森）ってどんなところ！」をかか

げ、水源の森では「五感を働かせ、ブナ林でさまざま

なことを観て、感じてみよう」、青水の森では「実習

体験：人里に近い自然・森ってどんなところ？」とそ

れぞれのテーマのもとで実施されました。また、充実

したフィールドワークにするために、より効果的に自

然を体験するための８つの事前学習テーマを設けて、

予備知識をもって臨んだことが特徴的でした。 

 １１９名の生徒をＡグループ（５９名）、Ｂグルー

プ（６０名）に分けて、「奥利根水源の森」と

水の森」とを、午前・午後の交互に実施しました。 
奥利根水源の森 

前Ａグループ、午後Ｂグループ  

３つのコースに分か

ターが担当して観察しました。 

 [こもれびのみちコース]  湯本信康・高橋 泉 

 [森林浴のみちコ－ス]   高

 [ブナの森のみちコース]  淺川 潔・広川義直 

■森林塾青水フィールド 

午前Ｂグループ、午後Ａグループ 

カヤ編み体験１・２班、雲

班の４つの班に分け、フィールド散

の班に分かれてカヤ編み、資料館の見学をしました。 

フィールド散策 カヤ編１班：富田良子・林 三郎 

カヤ編２班：海老沢秀夫・林 包芳   

資料館１班：清水英毅・林 久  

資料館２班：多葉田五男・林 親男 

カヤ編１班：富田良子・林 三郎・

三好正

       カヤ編２班：海老沢秀夫・林包芳・

岡田伊佐子 

越家住宅資料館 案内：福島貴美子（教育委員会） 

資料館２班：多葉田五男・林親男 

回新たにインストラクターを務めていただいた、地

元の林三郎、林包芳、林久、東京の

青水の多葉田五男、三好正子の皆さんに感謝いたしま

す。 

 

  

 
 

 

 

■ 麗澤中「奥利根水源の森ﾌ
           湯本信康

ｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ」報告 
   

■ 葉留日野山荘の思い出  
          川上ゆう子・高橋志津子
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第４回フィールドスタディは一日目が、夏の終わりの上の原でフィールド整備作業。ススキ草原の侵入樹木

を切ります。二日目は、藤原地区のランドマークである雨呼山を案内人クラブのガイドで歩きます。 

■ところ：群馬県水上町藤原地区 

■集 合：上越新幹線「上毛高原駅」・初日の午前１０時２０分 

  電車：Ｍａｘたにがわ435号 東京駅８時48分→大宮駅９時14分→上毛高原駅10時 15分 

■宿 泊：「民宿山椒」群馬県利根郡水上町藤原3556-2 電話0278-75-2712 
■参加費：７,8００円（１泊２食の宿泊費、保険代、２日目昼食代など）その他、集合駅までの交通費が必要 

【第１日目】９月３日（土） 
時 刻 内  容 場 所 指 導 

１０：３０ 

１１：３０ 

 

上毛高原駅集合 

現地事務所へ 

・ 【ちまきづくり】モチ米を笹の葉で包み、ゆでる 

 

 

現地事務所 

 

 

林明男 

１２：００ 昼食  弁当持参 現地事務所  

１４：００ 

 

１７：００ 

【ススキ草原の侵入樹木を切る】 

・ 切った木を「尺６寸」の薪にして、現地に倒れないようにしっかりと積む 

民宿へ 

上ノ原 

 

山椒 

池田登 

海老沢秀夫 

 

１８：００ 夕 食 山椒  

１９：３０ 地元と地域資源調査について討論会 山椒  

【第２日目】９月４日（日） 

７：００ 朝食 山椒 山椒 

８：３０ 雨呼山ハイキング 

・ 藤原地区のランドマーク的な山「雨呼山（あまよびやま）」を、藤原案内

人クラブの解説・ガイドで歩く 

雨呼山 藤原案内人ク

ラブ 

  

１２：００ 昼食 アンケート回収 現地事務所 八雲  

１３：００ 

１４：００ 

１５：３２ 

上の原のゴミ拾い 

解 散 

たにがわ４４６（上毛高原駅） 

上ノ原  

■問合せ・申込み：「森林塾青水」事務局 コミュニティ・デザイン内（浅川潔） 

ファクス03-5474-0847、E-mail: sinrinjyuku@fiberbit.net   締め切りは8月 24日

 
編集後記 － 塾長のつぶやき － 

 
● 寺社建築様式を取りいれた総合案内看板。「ゴミのポイ捨てやら基本的なマナ－、ル－ルなど、注意喚

起の役割をこの看板が少しでも担えたら、という思いを込めて作りました」と広川さん。胸にジンとき

た。水汲みや山菜採り、きのこ狩りに来られる大勢の皆さんに広川さんの、そして我々の思いが少しで

も伝わって欲しい、とつくづく思った。 そうだ、この看板には皆の思いが込められているんだ。これ

は、森林コモンズ村・ふじわらの利用ル－ル作りの原点＝メインフラッグなのだ！ 
 
● 親男さんが小学校に通った青木沢峠の道。「桂の清水」の水溜りではサンショウオの産卵が見られた。

明川の義一さんが通った寺山街道の道筋には、昔を偲ばせる石仏が何体も横たわっていた。まことに詩

情豊かなロマンの香り高き古道深訪だった。 聞けば、上の原（の茅場）から尾根つたいに各集落に下

通する道もあるという。古道の散策と普請によるフットパス＝エコ・トレ－ル作り。地元古老の皆さん

のお力をかりながら、藤原中学の生徒さん達とコ・ワ－ク出来ないものか。 雲越先生、総合学習「藤

原学」のテ－マの一つに如何ですか？ 
               峠道やがてかそけき水の音 

 
● 某紙「いきいきライフ」に、山の緑を守りたいシニア層のボランテイアが増えている、とあった。又、

某紙「ゆとりライフ」には、環境への関心の高まりに伴い、水源林散策や収穫体験などを内容としたエ

コツ－リズムやグリ－ンツ－リズムが盛ん、と。他方で、二年後の平成１９年には団塊世代が定年年齢

に突入、以後大量に産業界から放出されてくる。  
  自ずと、首都圏・団塊シニア～利根川流域・エコツア－～みなかみ・里山保全～森林コモンズ村ふじ

わら・エコミュウジアム、といったキ－ワ－ドが浮かんでくる。昨年来、取り組んできた「地域資源活

用調査事業」の取りまとめ期限を今月末に控えた今こそ、こうした時代のニ－ズを踏まえつつプロジ

ェクトチ－ム・メンバ－の衆知を結集していきたいもの。 

                 向日葵
ひ ま わ り

や一生懸命が取り柄の娘
こ

     （青） 

■ 第４回フィールドスタディ「雨呼山遠足とフィールド整備」のご案内     事務局 
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